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京都府総合計画・ 

京都府地域創生戦略 

の概要 
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京都府総合計画・京都府地域創生戦略の概要① 

▶ 京都府総合計画（京都夢実現プラン） 

▶ 京都府地域創生戦略（第１期） ▶ 京都府地域創生戦略（第２期） 

 平成27年10月策定、平成29年3月改定 

 ４つの基本目標に沿って、地域創生
に資する新たな文化をつくる施策を
推進 

 数値目標は、国の総合戦略を勘案し、
基本目標ごとに設定（128KPI） 

 PDCAサイクルを確立し、取組の効果
を毎年客観的に検証 

 

 

 

  

 令和２年３月策定 

 基本目標に「子育てにやさしい社会
づくり」を盛り込むなど、子育て支
援施策を更に重点化 

 数値目標（93KPI）の大半は、総合計
画の数値目標を引用 

 PDCAサイクルを確立し、取組の効果
を毎年客観的に検証 

 

  

 令和元（2019）年10月策定 

 20年後の2040年に実現したい姿として「一人ひとりの夢や希望が全ての地域で実
現できる京都府をめざして」を掲げた。 

 「将来構想」「基本計画」「地域振興計画」により構成 

 「基本計画」には、府民協働で取り組む５つの「きょうとチャレンジ」や５つの
地域に着目した「エリア構想」などを示したほか、94の数値目標を設定 

 

  



京都府総合計画・京都府地域創生戦略の概要② 
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H22 ～ H27 ～ H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

旧総合計画 
「明日の京都」 

京都府地域創生戦略 
（第１期） 

京都府地域創生戦略 
（第２期） 

▶ 計画期間・戦略実施期間 

第１期地域創生戦略(H27～R1)の実施状況検証 

新総合計画 
「京都府総合計画」 

新総合計画(R1.10～R2.3)の実施状況検証 

今回 

今回 



京都府総合計画・京都府地域創生戦略の概要③ 
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▶ 計画・戦略に対する意見聴取方法 

【令和元年度まで】 

旧総合計画（明日の京都）・・・・・・第三者委員会により実施状況を検証 

地域創生戦略（第１期）・・・・・・・・地域創生推進会議により実施状況を検証 

【令和２年度以降】 

「京都府総合計画・地域創生戦略推進会議」に統合 

＜今回検証する内容＞ 

・京都府総合計画の令和元年度分（Ｒ１．10～Ｒ２．３）の実施状況 

・京都府地域創生戦略（第１期）（Ｈ27年度～Ｒ１年度）の実施状況等 
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（１）京都府総合計画の 

令和元年度の実施状況 
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令和元年度の実施状況 

※基本計画に掲げた数値目標９４指標のうち、校種別、男女別、部位別に数値目標を掲げている指標について、  

 それぞれを別項目としてカウント 

 

 

 基本計画に掲げた数値目標の項目数※ 100  (割 合) 

     参考年間目標に対する達成率が70％以上 63  (63.0%) 

         〃        80％以上 60  (60.0%) 

           〃        90％以上 55  (55.0%) 

           〃        100％以上 30  (30.0%) 

◆ 数値目標 

▶ 令和元(2019)年の目標数値(参考年間目標)を達成した項目(100%以上)は３割、70%以上となる項目について  
  は６割を超える状況 

参考資料１ 参照 

全 体※ 845 （割合） 

予 算 化 753 (89.11%) 

次年度対応 92 (10.89%) 

◆ 実施状況 

▶ 総合計画の実施に向けた発射台となる令和２年度予算において、具体方策の８割以上を予算化 

※具体方策に複数の施策が含まれるものは、それぞれを別項目としてカウント 

 

 

【全体の予算化割合】 

参考資料２ 参照 
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令和元年度の実施状況（数値目標） 

分    野 指標数 項目数 
参考年間目標の達成率 

70％以上 80％以上 90％以上 100％以上 
①希望あふれる子育て 6 6 5 5 5 2 
②夢を実現する教育 4 5 4 4 3 2 
③安心できる健康・医療と人生100 年時代 8 13 4 4 4 1 
④安心できる介護・福祉の実現 4 4 4 4 4 3 
⑤人権が尊重される社会 3 3 2 2 2 1 
⑥男性も女性も誰もが活躍できる社会 4 4 4 2 2 2 
⑦障害者が暮らしやすい社会 5 5 1 1 1 0 
⑧留学生・外国人が生き生きと暮らせる社会 3 3 2 2 2 2 
⑨コミュニティが大切にされる社会 4 4 2 2 2 2 
⑩誰もが親しみ夢が広がるスポーツ 3 3 2 1 1 0 
⑪文化力による未来づくり 4 4 3 3 2 1 
⑫産業の創出・成長・発展と継承 6 6 5 5 5 4 
⑬魅力ある観光 4 4 3 3 3 1 
⑭雇用の安定・確保と人材育成 6 6 3 3 3 2 
⑮農林水産業の成長産業化 6 6 4 4 3 2 
⑯しなやかで災害に強い地域 4 4 3 3 3 1 
⑰犯罪や事故のない暮らし 4 4 1 1 1 1 
⑱脱炭素社会へのチャレンジ 4 4 0 0 0 0 
⑲成長・交流・情報・暮らしの基盤づくり 3 3 2 2 2 1 
⑳もうひとつの京都の推進と地域連携 9 9 9 9 7 2 

合 計 94 100 63 60 55 30 

※上記表中には毎年調査されていない指標も含まれる。 
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令和元年度の実施状況（予算措置状況） 

分野別基本計画 
項目数 

（予算化の割合） 
  予算化 次年度対応 

① 希望あふれる子育て 43 38 5 (88.4%) 
② 夢を実現する教育 53 52 1 (98.1%) 
③ 安心できる健康・医療と人生１００年時代 54 51 3 (94.4%) 
④ 安心できる介護・福祉の実現 47 46 1 (97.9%) 
⑤ 人権が尊重される社会 20 20 0 (100%) 
⑥ 男性も女性も誰もが活躍できる社会 13 10 3 (76.9%) 
⑦ 障害者が暮らしやすい社会 38 36 2 (94.7%) 
⑧ 留学生・外国人が生き生きと暮らせる社会 9 7 2 (77.8%) 
⑨ コミュニティが大切にされる社会 19 14 5 (73.7%) 
⑩ 誰もが親しみ夢が広がるスポーツ 19 18 1 (94.7%) 
⑪ 文化力による未来づくり 42 30 12 (71.4%) 
⑫ 産業の創出・成長・発展と継承 59 54 5 (91.5%) 
⑬ 魅力ある観光 42 37 5 (88.1%) 
⑭ 雇用の安定・確保と人材育成 29 27 2 (93.1%) 
⑮ 農林水産業の成長産業化 78 63 15 (80.8%) 
⑯ しなやかで災害に強い地域 97 91 6 (93.8%) 
⑰ 犯罪や事故のない暮らし 54 52 2 (96.3%) 
⑱ 脱炭素社会へのチャレンジ 41 33 8 (80.5%) 
⑲ 成長・交流・情報・暮らしの基盤づくり 52 46 6 (88.5%) 
⑳ もうひとつの京都の推進と地域連携 27 26 1 (96.3%) 
  エリア構想 9 2 7 (22.2%) 

全体 845 753 92 (89.1%) 

※エリア構想については、①～⑳の分野別基本計画中にも含まれる。 
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（２）第１期京都府地域創生戦略 

のＫＰＩ達成状況 



５年間のＫＰＩのうち「単年度」の達成状況はどうか 
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基本目標 
単年度達成率（単純平均） 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

１ 
京都の未来を
拓く人をつく
る 

38KPI＝103.6％ 40KPI＝95.2％ 41KPI＝91.4％ 41KPI＝91.8％ 40KPI＝99.0％ 

２ 
地域経済を活
性化させ、仕
事をつくる 

42KPI＝118.8％ 42KPI＝138.3％ 42KPI＝142.6％ 42KPI＝133.3％ 42KPI＝149.6％ 

３ 
京都への人の
流れをつくる 

25KPI＝114.4％ 34KPI＝107.0％ 34KPI＝117.6％ 34KPI＝117.7％ 34KPI＝93.9％ 

４ 

持続可能で魅
力と活力のあ
る地域をつく
る 

9KPI＝103.3％ 11KPI＝92.1％ 11KPI＝100.8％ 11KPI＝102.2％ 11KPI＝100.9％ 

合計（単純平均） 
114KPI＝
110.0％ 

127KPI＝
108.2％ 

128KPI＝
113.1％ 

128KPI＝
111.3％ 

127KPI＝
110.9％ 

【検証結果】 
▶ 全ての基本目標で９割を超え、合計（単純平均）は100%を大きく上回る状況 

参考資料３ 参照 



ＫＰＩはこの「５年間」でどこまで達成したのか 
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基本目標 ５年間の最終目標に対する達成率（単純平均） 

１ 京都の未来を拓く人をつくる  目標に対して５年間で ＝  94.4％ 

２ 
地域経済を活性化させ、 
仕事をつくる 

 目標に対して５年間で ＝ 146.8％ 

３ 京都への人の流れをつくる  目標に対して５年間で ＝  97.3％ 

４ 
持続可能で魅力と活力のある
地域をつくる 

 目標に対して５年間で ＝  101.6％ 

４項目単純平均  目標に対して５年間で ＝  110.0％ 

【検証結果】 
 ▶５年間の最終目標にわずかに達しなかった基本目標もあるものの、４項目の 
 平均では100％を大きく上回った。              

参考資料３ 参照 
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（３）令和元年度に実施した 

主要事業 



子育て環境日本一への挑戦 

 ▶子育てに優しい職場づくりを進める企業を支援し、社会全体の機運を醸成  （約０．９億円） 
   ＜職場づくり行動宣言企業数 336社＞ 
 
 ▶子育て家庭の経済負担軽減のため、３～15歳の通院自己負担上限額を半減  （約２１．５億円） 
  ＜上限：3,000円/月→1,500円/月＞ 
  
 ▶府立医大病院の設備、機器等をリニューアルし、ＮＩＣＵ増床（６→９床） （約３．２億円） 
 
 ▶子育てと仕事の両立を図る子連れコワーキングスペースのモデル事業を実施 （約０．１億円） 
     ＜コワーキングスペース総利用者数 173人＞ 
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職場づくり行動宣言企業数 336社  

（上限：3,000円/月→1,500円/月）   

コワーキングスペース総利用者数 173人   



京都力を活かした文化・スポーツ・観光振興 

 ▶ 「もうひとつの京都」の魅力と強みを活かし、地元市町村と連携した観光施策等により広域観光振興 
  を促進（約６．０億円） 
  ＜府内観光入込客数  Ｈ30年 約8,505万人 → Ｒ１年 約8,791万人＞ 
 
 ▶臨場感溢れる観戦環境を備えた府内最大の専用球技場「ｻﾝｶﾞｽﾀｼﾞｱﾑ by KYOCERA」を整備 
  （約８１．２億円） 
 
 ▶優れた資質のあるジュニア選手の発掘・育成を行うプログラム等を実施（約２．４億円） 
  ＜2019年茨城国体 都道府県総合８位＞ 

過去最高 
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７年ぶり総合入賞 

府内観光入込客数  H30 約8,505万人 → Ｒ元 約8,791万人  

2019年茨城国体 都道府県総合８位  



京都産業の新たな展開 
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 ▶京都経済センターを核とし、創業から経営相談、人材育成までをワンストップ支援 （約１．０億円） 
  ＜創業相談･支援件数 307件＞ 
 
 ▶ 「中小企業人材確保・多様な働き方推進センター」を新たに設け、府内中小企業等の人材確保を 
  支援（約１．８億円） 
  ＜京都ジョブ博等を通じた求職者と企業のマッチング数 2,037人＞ 
 
 ▶海外（香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ等）において府内産農林水産物のプロモーション等を実施（約０．２億円） 
  ＜府内産農林水産物輸出額 H30年度 約8.2億円→ R1年度 約12.3億円＞ 
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過去最高 

創業相談･支援件数 307件  

京都ジョブ博等を通じた求職者と企業のマッチング数 2,037人  

府内産農林水産物輸出額 H30年 約8.2億円→ R1年 約12.3億円  



暮らしの安心・安全の向上 
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 ▶園児等を交通事故から守るためのガードレールの設置等安全確保対策を実施 （約１．０億円） 
  ＜安全確保対象1,435件のうち1,111件の整備・設置が完了＞ 
  ＜府内交通事故発生件数 5,183件（前年比▲959件）＞ 
 
 

 ▶集落の孤立化を防ぐ道路整備や、洪水防止のための河道掘削や護岸整備等による防災・減災基盤の 
  整備を推進（約３３５．４億円） 

ポールの設置
による歩行空間

の確保 

安全確保対象1,435件のうち1,111件の整備・設置が完了  

府内交通事故発生件数 5,183件（前年比▲959件）  

15年連続減少 
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（４）令和２年度に実施中の 

主要事業 
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「京都府総合計画～京都夢実現プラン～」の実現 

に向けた発射台となる予算 

 「令和新時代・京都府夢実現チャレンジ予算」  を 

 以下の６つの観点から編成 

 

 

 

 

 

 

１．子育て環境日本一の京都づくり 

２．全ての府民が躍動する社会づくり 

３．文化首都・京都からの文化振興 

４．新産業創造・成長 

５．府民の安心・安全レベルアップ 

６．地域における生活・交流基盤の整備 

令和２年度当初予算編成の基本方針 



１ 子育て環境日本一の京都づくり 

◆ 戦略の策定 

「京都府子育て環境日本一推進戦略」の策定 （令和元年９月） 

  「全国平均並みの合計特殊出生率」を目指し、地域・まちづくりや、雇用環境の創出等、 
 「従来の子育て支援策にとどまらない」幅広い施策に取り組む 

▶ 子育てにやさしいまちづくり事業費  １００百万円  
 ・地域の子育て環境充実度と連動し、子育てにやさしいまちづくりに取り組む市町村をハード・ソフトの面から包括的に 
  支援するモデル事業を創設 
 

◆ 子育てしやすい地域・まちづくり 

補助率（上限） ２／３ （30,000千円） 

支援内容 市町村が提案する計画に基づき実施される取組 
＜取組例＞ 
 ・安心して遊べる公園や広場づくり（芝生広場、安全遊具） 
 ・ユニバーサルな施設の充実（授乳室、幼児用トイレ整備等） 
 ・子育て支援団体等と連携した地域コミュニティの活性化 
  （赤ちゃん応援隊による見守り等） 
 ・商店街の空き店舗等を活用した子育て交流拠点の設置 等 

21 



22 

２ 全ての府民が躍動する社会づくり 

◆拠点づくり 

▶京のスポーツ・スタジアム夢づくり事業費  ２８百万円 
 ・完成したスタジアムに国際大会や全国大会を誘致するとともに、青少年とトップアスリートとの交流などを促進し、スタジアムが
スポーツの裾野拡大と地域のにぎわいづくりの核となる取組を展開 

「ｻﾝｶﾞｽﾀｼﾞｱﾑ by KYOCERA 」の整備（令和２年１月竣工、２月こけら落とし） 
 スタジアムをスポーツの拠点とするとともに、府中北部地域への観光・交流のゲートウェイとして
位置づけ 

◆スポーツのメッカ・京都づくり 
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３．文化首都・京都からの文化振興 

◆文化資源を活用した経済の活性化 

▶京都作家マーケット開拓支援事業費  ２００百万円 
 ・国際的なアート展を開催し、国内外の美術関係者と京都の作家とのマッチングなど、 
  作家のステップアップに繋がるマーケットを開拓 

◆文化資源を生かした地域づくり 

▶日本博府域展開アートプロジェクト事業費  ６２百万円 
・京都府内の各地域で歴史、風土、生活文化等を題材としたアートプロジェクトを実施 

▶新行政棟・文化庁移転施設整備費  １，９８０百万円 
・文化庁の全面的な京都移転に向け、新行政棟建設及び現京都府警察本部改修工事等に着手 
 

◆新行政棟・文化庁移転施設の整備 
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４．新産業創造・成長 

◆起業のみやこ京都 

▶起業するなら京都・プロジェクト推進事業費  ３１０百万円 
 １．ものづくり成長分野（ロボット・次世代電池等）スタートアップ支援 
  ▶ スタートアップ企業に必要な設備整備をスタートアップ設備貸与事業により支援 
  ▶ 「京都ベンチャーキャピタルネットワーク」の構築及びスタートアップフォーラムの開催 
 
 ２．ＩｏＴ等成長分野（５Ｇ、ＶＲ・ＡＲ等）スタートアップ支援 
  ▶ 今後の需要拡大が見込まれるVR・AR技術、ｉＰＳ細胞関連の産業化に向けた支援 
 
 ３．社会課題解決スタートアップ支援 
  ▶ 京都ビッグデータ活用プラットフォームによるアイデア提案に基づき、新サービス等を開発する 
   事業者を支援（事業化支援、新サービス等の認証制度創設、府庁優先調達） 
 
 ４．起業環境整備・伴走支援 
  ▶ 外国人起業家等が起業準備活動に必要な在留資格（スタートアップビザ）の取得支援 
  ▶ けいはんなプラザにスタートアップオフィスルーム（10室）を整備 
 
 ５．起業家教育 
  ▶ 小・中・高校生を対象とした起業家教育プログラムの実施 

◆ 協議会の設立 

「京都スタートアップ・エコシステム推進協議会」の設立 （令和元年１２月） 

 京都経済センターを核に、オール京都体制でスタートアップを強力に支援 
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５．府民の安心・安全レベルアップ 

◆防災・減災、国土強靱化 

▶防災・減災、安心・安全基盤の整備  ８３，２７３百万円 
・国の「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」に加え、令和元年度国補正予算として計上された「安心と成長の未来を
拓く総合経済対策」を活用し、防災・減災、安心・安全の基盤づくりを展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▶緊急浚渫推進事業費  ９００百万円 
・令和２年度から国において新たな地方財政措置が新設されたことを受け、堆積状況や人家への危険度に応じて集中的に
浚渫を実施 
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６．地域における生活・交流基盤の整備 

◆北山エリアの計画的な整備 

▶北山エリア整備基本計画策定費  ２０百万円 
 ・旧総合資料館の跡地活用や老朽化した府立大学体育館の整備など、 北山エリア全体の施設整備を計画的に進める

ための基本計画を策定  

◆国際ふ頭Ⅱ期整備 

▶京都舞鶴港日本海側拠点機能推進費  ２５８百万円 
・新規航路の就航に合わせ、ポートセールスを強化するとともに、取扱貨物量の増加が見込まれる国際ふ頭のⅡ期整備に向けた
調査等に着手 

将
来
構
想 

(1) 人とコミュニティを大切にする共生の京都府 

(2) 文化力で新たな価値を創造する京都府 

(3) 豊かな産業を守り創造する京都府 

(4) 環境にやさしく安心・安全な京都府 

20年後に 

実現したい 

京都府の将来像 

～一人ひとりの夢や希望が全ての地域で実現できる京都府をめざして～ 

【舞鶴国際ふ頭】 


